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G −19　 ソヒ サ ミ ドが著効 した、片側巨脳症 に伴う早期

　　　　　乳児てん かん性脳 症の 1例

G −20　 ピル 服用中はて んかん 発作をおこ さなか っ た

　　　　　棚
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【は じめ に1早期乳児て ん かん 性 脳症 （以下 EIEEと略す ）は 新

生児期か ら乳児期早期 に頻回の 発作で 発症 し、治療抵抗性

で 予後不 良なてんかん症候群で ある。我々 は、ゾニ サミド似

下 ZNS と略す）が著効した片側巨脳症 に伴うEIEE の
一

男児

例を経験したの で報告する。【症例12ヶ 月 男児、在胎 39 週

3146g、仮死なく、経膣分娩にて 出生，生後 20 生 日頃から眼

球右方偏位する部分発1陛 それ に 引き続 く  ic聯 が 出

現した．次第に増加 し、シリーズ を形成するようになり、けい

れん の コ ン トロ
ー

ル 目的に て、37 生 日に入院し丸 けい れ ん

の 家族歴はなし。入院時、発達は正 常で 神経学的 にも異常所

見 はみ られなか っ た。眼底所見異常なし。 発作間欠 時脳 波

は、覚醒 ee惆ng 時wcstpssionbestsがみ とめ られ た。　MRI

で は右大脳半球の early　myolinati（m と圃 y  c   頭a より片側

巨脳鷹 h  血 岬 e   鋼 y が、脳血流シン チ で は左 右の 半

球間で 血流 差が みとめられた 。
38 生 日よりVrtB6の 内服、45

生 日よりzrgS　SmgtkgtHの 内服を追加した が発作th改善は み

られ なか っ た。56 生 日、ミダゾラム 静脈 内投与後発作ならび

に 蜘   悃 s は
一a舗肖失したが、65生 日より再 び tonic

spasrnsが 出現したため、ZNS 　8m麗 日に増量し、発作は消

失した。現在生後 7 ヶ 月、神経学的所則 ま正 常で 、けい れ ん

や発達の 遅れもみられ ない
。 【考案】he■imagalerpephalyに 伴

うE旧E はきわ め て難治性であるが、我々 の 症例の ように発症

時の 発達に 障害を認めない 場 合には 内看斗的 治療に反 応する

と考えられ た。

月経周期に 関連 してて ん か ん 発 作が み られ ることがあるが、

月経中発作をおこしてい た患者が ヒワレ服用 中は発作をおこさ

なか っ た
一
例を経験したの で 報告する。

【症例】現在25歳 10歳より全身
1
園 轡 駢弋痙撃（GTC ）をお

こしバ ル プロ 酸、クロ ナ ゼパ ム の 治療をうけて い た。睡眠不

足、不規員1ぬ生活、怠薬などで 数 カ月に
一
回ほどの害拾 で 発

作をおこして い た。脳波では全汎 、両前頭部〜中’己部 こ突発

波が みられ 払 この 頃は 月経周期と発 f乍との 関連はなか っ た

ようである。21歳で 第
一
子 を出産，23歳まで鬮 民不足、怠薬

で発作をおこ してい たが子供が い るの で発作をお こさない よ

うに と怠薬しなくなり発作は み られ なくな っ てい た。 24歳より

睡眠 不足や怠薬もない の に 月経中に 発作 をおこすようになっ

た とい う。 第二 子 をすぐには 希望しない こと、月経痛がつ らい

こと、月 経中の 発作が困るこ となどよりピル を服用したい との

本人と夫の 申し出に より低用量 ヒシレを服 用するように なっ た。

服用終 r後の 消退 出血 は 50 間程 あるが この 時は 痛みも軽

く、て んか ん発 作もみ られ ない 状態が4カ月程続い た。最近

一
日だ けピル を服用 しない こ とがあっ 鵡 翌 日GTC をおこ し

た，数 日後服用中か ら出血し10 日間程続き月経痛窃動 り た

とい う。抗てんか ん 薬の 怠飄 まな か った とい う。

【考察】ピ ル 服用中は 発 作がなか っ たが服用しなか っ た翌 日

に発作をお こした
一
例 につ い て 報告した。排卵期、月経前・

中に てん かん 発作を お こす 例 は ありホル モ ン の 急轍な変動

が関係してい ると考えられる。低用量ヒワレの 服用 により排卵

は抑制され、決まっ た 量の ホル モ ン が 外か ら入ることで急激

なホル モ ン の 変動がみ られず体調が安定し、この ことがて ん

か んにも良い 影響を与えてい るの で はない か と考えられた。
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